
腹水除去・腹水ろ過再静注を行う患者様へ               腹水除去・腹水ろ過再静注パス【12020－00】 

 

 様   担当医：        担当看護師： 

 入院日 入院２日目～６日目 入院７日目 

(   /   ) (   /   ) ～(   /   ) (   /   ) 

 

入院中 

 

の目標 

 

□全身倦怠感が増強しない。 

 □腹水ろ過再静注後、38 度以上の発熱が 3 日以上続かない。 

□退院に向け自宅環境に合わせた活動が出来る。 

□オリエンテーションの内容が理解できる。  

□痛みや調子の悪さ（管が入っている痛みや気分不快、発熱）を医師・看護師に伝えることが出来る。 

□感染徴候（白血球・炎症反応の上昇、発熱）がみられない。 

 

 

 

処 置 

 

観 察 

□毎日血圧、脈、体温の観察を行い、腹囲を測ります。 

□毎朝、体重を測ります。 

□腹水を抜くための管を入れます。 

□医師の指示のもと、腹水をゆっくり抜いていきます。 

※医師の指示で、抜いた腹水から栄養分（蛋白）だけ

をろ過した点滴（腹水ろ過再静注）を行う場合があ

ります。 

□毎日、回診時にお腹の管の消毒を行います。 

※体調や腹水が溜まっている状況に合わせて、腹水

を抜きます。 

□退院（ ／ ） 

 

 

痛みがある時は痛み止めを使用します。我慢せずに伝えてください。 

  気分が悪いときや発熱があるときは看護師に伝えてください。 

 

検 査 □医師の指示により、適宜採血や腹部エコーなどの検査を行う場合があります。 

排 泄 □蓄尿をします。尿を機械にためて下さい。 

点 滴 

内 服 

□薬を飲んでいる人は、看護師にお知らせください。 

※下剤・睡眠薬・市販薬・サプリメントなども含みます。 

※体調に応じて点滴を行うことがあります。 

      

 

日 

常 

生 

活 

食 

事 

□食べ物、飲み物に制限はありません。 

※アレルギーや食事に制限のある方は看護師にお伝えください。 

清 

潔 

□清拭または体調に合わせてシャワー浴が出来ます。 

※体調に合わせて看護師がお手伝いします。 

安

静

度 

□処置がありますので病棟を離れる時は看護師にお知らせ下さい。 

説 明 □入院後、担当看護師から入院生活・処置についての説明があります。 

注）現時点で考えられる予定であり変更になることがあります                                  市立札幌病院 産婦人科 8 階西病棟 2011 年 9 月作成 2024 年 6 月改訂 



 


